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1755 ― 96 ） 。同市にはヨーロッパ各地から開拓農民が集まり、




































もとに個人の内面生活に国家が立ち入る福祉道徳論とも絶縁して、法と道徳の峻別、内面の優位を強調し、異常ともみえるほど 厳格主義をつらぬいていったこと 意味は、それ 絶対主義的啓蒙と対比させてこそ、よく理解できるところである
）37
（
  。 「だれも私がある一定の方法






















































































volonté de tous ）の経験的性格をのりこえるところに成立していた。









なく、同時に諸個人を結合し、相互の精神的交通を可能にする法則である。自然界がニュートンの引力の法則 よって整然たる秩序を示しているのとおなじように、思惟する存在者である人間のうちに、精神的（＝霊的）法則にしたが 秩序正しい道徳的統一とその体系的組織が形成される。ここにおいて行為の道徳性 肉体と結合した自然の秩序に従ってはその完全な結果をあらわしえないが、 霊的 （＝精神的）法則に従う精神界においては、たしか それをもちうると考えられいる。これが、 「さまざま 理性者の、共同の法則によ 組織 結合」である 「目的の国
R
eich der Zw






の雛形である。それは、まさに物質的自然界を超越した英知界に求められている。したがって人間は、物質界と精神 という二つの世所属し、 自他の内面的結合 精神界 おいてのみ可能であるとされる。「人間の行為は、他のそれぞれの自然現象と同じく普遍的自然法則に規定されている」とみるが
（ 「一般史の構想」 ） 、
道徳的統一は市民社会の
現実のうちにではなく、経験の世界からきり なされた英知界におてのみ可能とされたのであった なおルソーも受動的 と能動的物質という人間の二元的複合性を強調していたが、 その い自己愛も 「感覚的存在と英知的存在
l ’être intelligent 」という二原理をもち、 「感覚



























て物自体の「認識」をめざす形而上学は、理性 独断 使用による仮象の学となり、その可能性は批判される。 「ロベスピエールは国王首を、カントは超越神の首を切った」
（
H・ハイネ『ドイツ古典哲学の本質』 ）



















































汝が同時に意志しうるような、そういう格率にしたがってのみ行為せよ」 から、 諸法式をみちびきだしてい （ 『道徳形而上学 基礎づけ』 ）第一法式は、道徳的意志が普遍 法則にしたがうことを、 「自然法則」の普遍性との類比でのべたものであり の根底にニュートンによる自然 法則的把握 ある。第二法式は、人間が道徳法則にし がうというとき、 それは《目的―手段》の系列に従属 しま のではなく、人間性は「目的自体」 （＝主体）であるべきことを示 。第三法式は、道徳的意志が「普遍的立法」の原理、すなわち意志の 自律A
utonom
ie 」 であることを示す。各人はそれぞれ個別意志 （選択意志）














はたらくべきであるということ、すなわち個別意志と普遍意志との合致（＝普遍的自己立法） 道徳の根本法則は、一般意志の政治哲学者ルソーにとっても、 べての正当な社会秩序の根本原理として考えられていたものである。かれによれば、主人と奴隷との関係から、国王と人民との関係を正当化するこ はできない。人民が国王に服従する（＝服従契約）に先だって、人民が人民となる根源的契約（＝社会契約） 、すなわち「社会」 いう のの基礎がとわれなければならないからである。このような社会成立の根本原理が、カント倫理学の本質的テーゼをかたちづくっている
）40
（
  。 カントの根源的契約は、
「たんなる理念ではあるが、疑うべからざる実践的実在性（先天性） 」をもつものとして、歴史的事実性の問題から、いっそう先天的な規範原理へと純化されている。たしかにかれは、根源的契約における投票資格を、 「自己自身の主人であるこ 、したがって一定の財産を所有すること」 としているように
）41
（
  、 その民主主義には不徹底なものがある。






















































































状態へ移行すること」 は、 社会契約論におけ 自然状態からの脱却と、「文明化」
（＝市民社会の成立）
に対応する。カントにとっても自然状態は、
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ag in der T
heorie richtig sein, 
taugt aber nicht für die Praxis , 1793
　
篠田英雄訳「理論としては正しいかも知










































































































































てきたが、 それらと 「近代倫理 （学） 」 とのつながりにまで言及することは、 ―

























































































































































  のなかで一七、 一八世
























































































































































圏だけでは決着がつかなくなるから、その調停は 的 政治の場面へ移しかえられざるをえない。社会圏への国家 介入
（＝新干渉主義）
は
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. S. Feuer, Psychoanalysis and E
thics, 1955, 『精神分析と倫理』
岩波書店。
 
 （
11） 　
文部省『新教育指針』一九四六年。伊ケ崎暁生・吉原公一郎編・解説『戦
後教育の原点
1、新教育指針』 、第三章一、 「人間性とはどのようなものか、
それを尊重するとはどういう意味があるか」 、現代史出版会一九七五年。
 
  
鈴木英一『教育行政』 、東大出版会一九七〇年。
 
 （二〇一二年七月 　
名古屋学院大学名誉教授 　
倫理学）
 
